
【
学
校
教
育
目
標
】

○
自
ら
考
え
進
ん
で
学
習
す
る
子

○
思
い
や
り
の
心
で
行
動
す
る
子

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催

○
進
ん
で
は
た
ら
き

す
る
こ
の
行
事
の
出
発
点
は
、

最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
子

一
九

四
九

（
昭

二
四
）
年
当

○
進
ん
で
体
を
鍛
え
る
子

時
、
県
教
職
員
会
会
長
で
初

毎
週
木
曜
日
は
、
全

代
公
選
行
政
主
席

（
県
知
事
）

校
児
童

の
朝
集
会
が
あ

の
故

・
屋
良
朝
苗
先
生
が
設

る
。
第

三
木
曜
日
の
本

立
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、

日

（
九
月
二
十
日
）
は
、

沖
縄

の
子
供
達
は
、
方
言
ば

音
楽
朝
会
だ
。

か
り
使

っ
て
暮
ら
し
て
い
た

そ
こ
に
、
六
年
生
男

の
で
、
標
準
語
が
あ
ま
り
遣

子
五
名

の

「
オ
タ
ス
ケ

え
な
か

っ
た
。
そ

の
状
況
を

マ
ン
」
が
登
場
。

皆

憂
え
た
屋
良
先
生
が
、
沖
縄

で
楽
し
く
歌
を
歌
う
お

の
子
供
達
に
語
彙
力
や
発
表

手
伝
い
を
し
た
。
次
回

力
を

つ
け
、
表
現
力
を
高
め

は
、
何
が
登
場
す
る
の

文

化
庁
主
管

の
巡

回

職
員
と
児
童
が
作
業
の
後
片

て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
世
界

か
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

演
劇
講
演
会
が

今
年

も

付
け
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

へ
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
ー
。

オ
タ
ス
ケ
マ
ン
の
君
達
、

本
校

で
実
施
さ

れ

る
。

教
育
に
心
を
砕
い
た

一
人

あ
り
が
と
う
。

そ

の
事
前

の
ワ
ー
ク

の
教
師

の
熱
意
が
、
今
日
ま

次
回
を
楽
し
み
に
期

シ

ョ
ッ
プ
が

こ
の
程
、

で
こ
の
様
な
形
と
な

っ
て
受

待
し
待

っ
て
い
る
よ
。

四

・
五
年
で
行
わ
れ
た
。

け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
校
と
父
母
が
、

子
供
達

の
将
来

の
た
め
に
タ

ッ
グ
を

組
む
大
事
な
行
事
な

の
で
あ

る
。
当
時
は

「
方
言
札
」
な

ど
も
仕
方
が
な
か

っ
た
。
沖

縄
県
民
の
基
本
的
人
権

の
為

に
、

一
刻
も
早
く
祖
国
復
帰

を
願

っ
た
為
だ
。

今
で
は
、

「
し
ま
く
と

ぅ
ば
」
も
大
切

に
守
り
継
ぐ
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。

（
文
責
上
間
）

「二百十日＆夜長月」：自然災害に気をつけよう！ 「文化的な取組に力をそそぐ月」

上本部小学校「学校便り」 平成３０年 ９月 ２０日


